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色の塗られている地域が公共下水道整備区域です
新島は下水道整備区域外です
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次世代に借金を先送りしないように、
下水道使用料の値上げをお願いします。
次世代に借金を先送りしないように、
下水道使用料の値上げをお願いします。
次世代に借金を先送りしないように、
下水道使用料の値上げをお願いします。

　
こ
れ
ま
で
に
、
下
水
道
で
約
122
億
円
の
借
入
を
行
い
、
年
間
６
億
５
千
万
円
を
返
済
し
て
い
ま
す
。
毎
年
支
払
う

お
金
を
少
し
で
も
少
な
く
し
、
町
財
政
か
ら
の
繰
入
金
を
、
本
来
す
べ
き
福
祉
、
教
育
、
都
市
基
盤
整
備
と
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
に
回
す
た
め
に
、
今
回
、
値
上
げ
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
グ
ル
ー
プ
　
☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
７
３

次
世
代
に 

借
金
を
先
送
り
し
な
い
よ
う
に
、

下
水
道
使
用
料
の
値
上
げ
を
お
願
い
し
ま
す
。

次
世
代
に 

借
金
を
先
送
り
し
な
い
よ
う
に
、

下
水
道
使
用
料
の
値
上
げ
を
お
願
い
し
ま
す
。
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町内に公共下水道を整備するた
めの総事業費のうち１/４は国（国
費）から、残り３/４は町（町債）から
捻出します。

▲播磨町議会の様子

総事業費
の

負担割合

国が
１/４

町が３/４

普通会計
下水道事業

ねんしゅつ

で
き
る
だ
け

町
の
下
水
道
の
始
ま
り

　

播
磨
町
の
公
共
下
水
道
は
、
昭
和
50

年
度
に
加
古
川
市
、
高
砂
市
、
稲
美
町

お
よ
び
播
磨
町
の
2
市
2
町
で
構
成
さ

れ
る
、
加
古
川
下
流
流
域
下
水
道
に
接

続
す
る
流
域
関
連
公
共
下
水
道
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

処
理
場
は
、加
古
川
下
流
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
加
古
川
市
尾
上
町
）
に
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
昭
和
62
年
度
に
事
業
認

可
さ
れ
、
整
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

下
水
道
整
備
を
完
了
す
る
め
ど

　

昭
和
63
年
度
か
ら
順
次
幹
線
の
完
成

に
併
せ
、
野
添
城
地
区
か
ら
工
事
に
取

り
か
か
り
、
そ
の
後
、
野
添
、
本
荘
、

大
中
、
古
田
、
二
子
、
古
宮
と
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

当
初
、
平
成
17
年
度
に
は
完
成
す
る

予
定
で
し
た
が
、
土
地
区
画
整
理
事
業

の
断
念
な
ど
に
よ
り
事
業
完
成
時
期
は

遅
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
、下
水
道
の
接
続
状
況
は
90
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
る
と
こ
ろ
ま
で
進
み
、

平
成
21
年
度
の
工
事
を
も
っ
て
、
認
可

区
域
内
の
工
事
が
ほ
ぼ
終
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
下
水
道
管
の
延
長
は
、
約

120
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
播
磨
町
と
京
都
間

の
距
離
に
匹
敵
し
、
建
設
費
は
約
160
億

円
に
な
り
ま
し
た
。

　

莫ば
く
だ
い大
な
費
用
で
は
あ
り
ま
す
が
、
他

市
町
と
比
較
し
て
、
非
常
に
短
期
間
に

集
中
的
に
効
率
よ
く
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
の
整
備
は
住
民
の
願
い
で

す
　

平
成
元
年
度
の
住
民
意
識
調
査
で
は

「
重
点
的
に
実
施
す
べ
き
施
策
」
と
し

て
、
48
・
3
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
下
水

道
の
整
備
と
回
答
し
ま
し
た
。
整
備
が

進
み
、
平
成
11
年
度
の
住
民
意
識
調
査

で
は
、
32
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
回
答
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
は
公
共

下
水
道
事
業
整
備
を
重
点
的
に
進
め
て

い
ま
す
。

町
財
政
の
状
況

　

町
の
財
政
状
況
は
、
平
成
10
年
度
ま

で
は
比
較
的
安
定
し
た
財
政
運
営
を
維

持
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
11

年
度
を
ピ
ー
ク
に
町
税
収
入
の
伸
び
悩

み
に
加
え
、
平
成
16
年
度
か
ら
「
三
位

一
体
の
改
革
」
と
言
わ
れ
る
国
の
地
方

財
政
対
策
の
影
響
に
よ
っ
て
厳
し
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
町

で
は
、
従
来
の
行
財
政
運
営
を
抜
本
的

に
見
直
す
た
め
に
、平
成
17
年
度
に
「
播

磨
町
行
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た
具
体

的
な
取
り
組
み
に
着
手
し
て
き
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
の
費
用
と
町
債

　

公
共
下
水
道
事
業
は
4
分
の
1
が
国

の
補
助
金
で
、
残
り
4
分
の
3
が
町
債

（
借
金
）
で
す
。
昭
和
63
年
度
か
ら
整
備

工
事
を
始
め
、
国
の
強
力
な
支
援
の
も

と
、
短
期
間
に
工
事
を
集
中
し
て
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
建
設
に
伴

う
町
債
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
結

果
、
一
般
会
計
の
町
債
よ
り
下
水
道
会

計
の
町
債
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
は
、
町
の
一
般
会
計

と
は
別
の
特
別
会
計
で
す

　

公
共
下
水
道
事
業
は
、
公
営
企
業
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
町
の
一
般
会
計

と
区
分
さ
れ
、
独
立
採
算
制
が
経
営
の

基
本
原
則
で
あ
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
の
主
な
収
入
は
使
用
料

で
あ
り
ま
す
。
使
用
料
は
、
平
成
４
年

度
に
制
定
さ
れ
、
以
来
17
年
を
経
過
し

て
お
り
ま
す
。
当
初
は
、
円
滑
に
効
率

よ
く
普
及
促
進
を
推
進
す
る
た
め
、
他

市
町
と
同
様
に
、
使
用
料
を
低
く
据
え

置
い
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

使
用
料
の
改
定
は
今
ま
で
一
度
も
行
わ

ず
、
経
費
の
多
く
を
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
と
し
て
補ほ
て
ん填
さ
れ
、
結
果
と
し

て
、
一
般
会
計
の
財
政
運
営
を
圧
迫
し
、

教
育
や
福
祉
、
都
市
基
盤
整
備
と
い
っ

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
財
源
を
奪

う
こ
と
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

下
水
道
整
備
の
建
設
費
を
町
債
に
依
存

し
て
き
た
結
果

　

播
磨
町
の
公
共
下
水
道
の
経
営
状
況

（
平
成
19
年
度
実
績
）
は
、 

支
出
が
、
人

件
費
や
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
に
約

１
億
４
千
400
万
円
、
建
設
費
等
の
事
業

費
に
約
２
億
２
千
700
万
円
、公
債
費
（
建

設
費
の
返
済
金
）
約
６
億
８
千
800
万
円

な
ど
総
額
で
約
10
億
６
千
万
円
と
な
り

ま
す
。
特
に
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
公
共
下
水
道
整
備
に
要
し
た
建

設
費
の
多
く
を
町
債
に
依
存
し
て
き
た

た
め
に
、
事
業
費
全
体
の
約
65
パ
ー
セ

ン
ト
と
高
い
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
か
ら
の
使
用
料
収
入
が
約
２

億
６
千
300
万
円
で
、
約
５
億
６
千
万
円

を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
い
ま
す
。

町
の
財
政
へ
の

公
共
下
水
道
事
業

の
影
響

公
共
下
水
道
財
政

の
状
況

下
水
道
の

こ
れ
ま
で
の
経
緯

2
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団体名

家庭用
使用料
（20㎥／月）
単位：円

 1 伊丹市 1,391

 2 芦屋市 1,417

 3 稲美町 1,500

 4 宝塚市 1,522

 5 三田市 1,540

 6 播磨町 1,570

 7 尼崎市 1,636

 8 西宮市 1,696

 9 加東市 1,732

10 小野市 1,732

11 たつの市 1,732

12 猪名川町 1,890

13 川西市 2,047

14 赤穂市 2,089

15 明石市 2,098

16 姫路市 2,100

17 太子町 2,205

18 高砂市 2,205

団体名

家庭用
使用料
（20㎥／月）
単位：円

平成19年度末現在
総務省：平成19年度下水道事業経営指標
　　　　下水道使用料の概要より

19 福崎町 2,340

20 朝来市 2,400

21 洲本市 2,415

22 加古川市 2,415

23 西脇市 2,457

24 三木市 2,520

25 相生市 2,573

26 上郡町 2,625

27 宍粟市 2,625

28 加西市 2,730

29 養父市 2,830

30 淡路市 2,835

31 篠山市 2,835

32 豊岡市 2,887

33 丹波市 3,145

34 香美町 3,885

35 多可町 4,460

36 新温泉町 4,720

※兵庫県下平均2,356円

負 担 区 分

資本費
431,815千円

維持管理費
144,073千円

使用料収入 263,510千円 使用料収入 316,799千円

現　行 改定案
資本費算入割合（40.0％）

使用料対象
（100％）
144,073千円

使用料対象
（100％）
144,073千円

一般会計負担
（72.3％）
312,378千円

一般会計負担
（60.0％）
259,089千円

使用料対象（27.7％）
119,437千円

使用料対象
（40.0％）
172,726千円

負 担 区 分

増

次世代に借金を先送りしないように、
下水道使用料の値上げをお願いします。
次世代に借金を先送りしないように、
下水道使用料の値上げをお願いします。
次世代に借金を先送りしないように、
下水道使用料の値上げをお願いします。

町
財
政
に
依
存
し
な
い
自
立
し
た
経
営

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

　

国
に
お
い
て
は
全
国
の
公
共
下
水
道

事
業
に
お
け
る
財
政
状
況
が
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
単
独
浄
化
槽
の
経

費
が
１
ヵ
月
当
た
り
３
千
75
円
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
１
ヵ
月
当
た
り
３
千
円
に

引
き
上
げ
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
自
立
・
安
定
し
た
経
営
基

盤
を
確
立
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
に
過
度
の
依
存
を
し
な
い
よ
う
に
求

め
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
は
公
債
費
負
担
の
軽
減
対

策
と
し
て
、従
来
借
り
て
い
る
利
息
５
％

以
上
の
町
債
に
つ
い
て
、
３
年
間
に
限

り
、
補
償
金
（
繰
り
上
げ
返
済
す
る
と

き
の
条
件
）
を
免
除
の
上
、
借
り
換
え

が
で
き
る
と
い
う
法
律
を
平
成
19
年
度

に
制
定
し
ま
し
た
。

国
の
補
償
金
免
除
を
適
用
す
る
に
は
、

条
件
が
あ
り
ま
す

　

国
の
公
債
費
負
担
の
軽
減
対
策
を
利

用
す
る
に
は
次
の
よ
う
な
条
件
が
付
さ

れ
て
い
ま
す
。「
使
用
料
の
適
正
化
や
徹

底
し
た
人
件
費
の
削
減
を
内
容
と
す
る

経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
行
政
改

革
・
経
営
改
革
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。（
詳
し
い

内
容
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
）

国
の
承
認
を
得
た
の
ち
、
議
会
の
可
決

が
必
要
で
す

　

播
磨
町
は
、
こ
の
条
件
に
基
づ
く
計

画
を
策
定
し
て
国
に
提
出
し
、
承
認
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
実
施
に
つ
い
て
の
町
民
お

よ
び
議
会
の
理
解
を
得
て
町
債
を
、
借

り
換
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
約
２
億
円

の
利
息
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
計
画
が
実
行
さ
れ
な
い

と
約
１
億
円
の
補
償
金
を
国
に
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
後
の
借
入
金
に
制
限
を

加
え
ら
れ
た
り
、
借
り
換
え
の
中
止
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

内
部
努
力
に
加
え
、
使
用
料
の
改
定
を

検
討
し
て
い
ま
す

　

播
磨
町
で
は
、
平
成
18
年
度
に
「
播

磨
町
下
水
道
事
業
中
期
経
営
計
画
」
を

策
定
し
、
計
画
を
実
行
す
る
た
め
に
、

創
意
と
工
夫
に
よ
る
事
務
事
業
の
見
直

し
や
、
人
件
費
（
従
前
14
人
か
ら
現
在

7
人
に
減
）
を
含
む
経
費
の
削
減
に
努

め
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
内
部

努
力
だ
け
で
、
国
の
い
う
下
水
道
事
業

の
経
営
健
全
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

は
、
限
界
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
播
磨
町
の
公
共
下
水
道

事
業
の
経
営
健
全
化
を
さ
ら
に
進
め
る

た
め
に
は
、
内
部
努
力
に
加
え
、
新
た

に
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
安
易
に
使
用
料
の

改
定
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
経
営

健
全
化
計
画
を
議
会
に
説
明
し
、
下
水

道
運
営
委
員
会
を
設
置
の
上
で
使
用
料

の
改
定
に
つ
い
て
諮
問
し
、
答
申
を
得

る
こ
と
を
説
明
の
上
、
大
学
の
教
授
、

地
域
の
代
表
、
町
、
及
び
県
の
関
係
者

で
構
成
さ
れ
た
８
人
の
下
水
道
運
営
委

員
を
委
嘱
し
、
委
員
会
を
平
成
20
年
６

月
か
ら
５
回
開
催
し
、
答
申
を
得
た
と

こ
ろ
で
す
。
こ
の
内
容
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

答
申
の
内
容

　

運
営
委
員
会
で
は
、「
長
期
的
に
は
、

独
立
採
算
の
原
則
を
踏
ま
え
、
維
持
管

理
費
と
資
本
費
（
町
債
元
利
償
還
金
）

は
、
使
用
料
収
入
で
100
パ
ー
セ
ン
ト
ま

か
な
え
る
よ
う
目
指
す
べ
き
も
の
で
あ

る
が
、
今
回
は
中
期
的
に
50
パ
ー
セ
ン

ト
程
度
ま
で
改
善
し
よ
う
」
と
い
う
意

見
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
は
、
維
持
管
理
費
に
つ
い

て
は
使
用
料
収
入
で
100
パ
ー
セ
ン
ト
ま

か
な
え
て
い
ま
す
が
、
資
本
費
に
対
し

て
使
用
料
収
入
で
ま
か
な
え
て
い
る
割

合
（
＝
資
本
費
参
入
割
合
）
は
、28
パ
ー

セ
ン
ト
で
す
。
な
お
、
近
隣
市
町
の
資

本
費
参
入
割
合
は
、
K
市
で
66
パ
ー
セ

ン
ト
、
A
市
で
65
パ
ー
セ
ン
ト
、
T
市

で
30
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
資
本
費
参
入
割
合
50
パ
ー

セ
ン
ト
を
達
成
す
る
た
め
に
、
現
行
の

資
本
費
参
入
割
合
を
約
22
パ
ー
セ
ン
ト

引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
り
、
運
営
委
員

会
で
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
答
申
で
は

「
急
激
な
値
上
げ
は
、
住
民
の
理
解
が

得
ら
れ
な
い
と
い
う
結
論
に
な
り
、
今

回
の
改
訂
で
は
資
本
費
参
入
割
合
を
40

パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
こ
と
が
妥
当
」
と

判
断
さ
れ
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
使
用
料

の
改
定
の
必
要
性

計画策定から議会で否決されるまでの説明の機会など

平成19年	 2月	 起債（国から借りるお金）を発行するために、
播磨町下水道事業中期経営計画策定。

同年	 8月	 国は公的資金補償金免除繰上償還等実施要綱
策定。同月に町は公的資金補償金免除繰上償
還に係る公営企業経営健全化計画策定、国へ
提出。

同年	11月19日	 全員協議会と26日建設常任委員会で議員に
同計画を説明し、同時に国の使用料改定につ
いての考え方及び下水道運営委員会を開催し
使用料の適正化を図る考えを町の今後の方針
として説明する。

平成20年	 4月	 播磨町下水道運営委員会設置要綱を制定。
同年	 5月	 下水道運営委員会の内容を、議会に説明。
同年	 6月	 下水道運営委員会に諮問し、11月までに5回

開催。11月に答申を受ける。
平成21年	 1月	 建設常任委員会で答申を説明する。
同年	 2月	 全員協議会で答申を説明する。
同年	 3月議会	 運営委員会の答申に基づき下水道使用料改定

の条例を提案しましたが、議会は住民への周
知が必要として否決。

播磨町の下水道料金は近隣市町より
高いのか？

　播磨町の公共下水道使用料は、1ヵ月20㎥
使用した場合、現在1，570円です。

改
定
当
初
の
使
用
料

　

下
水
道
運
営
委
員
会
の
答
申
の
資
本

費
参
入
割
合
40
パ
ー
セ
ン
ト
と
は
、
具

体
的
に
い
く
ら
の
値
上
げ
に
な
る
か
と

い
い
ま
す
と
、
一
般
家
庭
（
４
人
世
帯
）

の
平
均
使
用
料
は
２
ヵ
月
、
40
立
方
㍍

で
試
算
し
ま
す
と
、
現
行
が
３
千
150
円
、

改
訂
後
は
３
千
880
円
と
な
り
ま
す
。
２
ヵ

月
で
730
円
（
１
ヵ
月
で
365
円
）
の
負
担

増
に
な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
る
使
用
料
の
増
収
分
は
年

間
で
約
５
千
800
万
円
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
繰
入
金
が
減

少
し
、
教
育
や
福
祉
、
都
市
基
盤
整
備

と
い
っ
た
一
般
会
計
で
実
施
す
べ
き
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
財
源
と
な
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
使
用
料
は

　

今
、
公
債
費
の
返
還
額
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
更
新
事
業
な

ど
の
大
き
な
整
備
が
な
い
も
の
と
考
え

る
と
、
公
債
費
は
微
減
を
続
け
て
い
き
、

平
成
28
年
か
ら
大
き
く
減
少
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
使
用
料
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
下
水
道
財
政
並
び
に
公
債

費
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
町
の
コ

ン
パ
ク
ト
で
効
率
の
良
い
利
点
を
生
か

し
た
料
金
水
準
を
保
て
る
よ
う
に
、
経

営
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
運
営
委
員
会
な

ど
の
意
見
を
尊
重
し
、
来
る
べ
き
、
将

来
に
備
え
て
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

使
用
料
は
い
く
ら
に
な
る
の

4
広報はりま 21.6

5
広報はりま 21.6


